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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（４月末現在）

男 1,080人

女 1,293人

計 2,373人

(前月比+２人)

(2009年末3,444人)

令和５年６月号
（第１６６号）
発行者

日奈久住民自治会

６月の行事から
2日(金)日奈久派出所開所式

4日(日)町内一斉清掃

18日(日)トウモロコシ収穫祭

〃 父の日

<住民自治会関係会議等>

13日(火)市政協力員例会

15日(木)運営委員会

19日(月)広報部会

「
い
い
湯
だ
な
」

馬
越
町

西
村
謙
剛

６
０
０
年
以
上
こ
ん
こ
ん
と
湧
く
湯
舟

の
中
に
老
若
男
女
が
集
う
日
奈
久
温
泉
に
、

今
年
か
ら
入
浴
に
い
っ
て
い
ま
す
。
身
も

心
も
若
々
し
く
よ
み
が
え
り
、
一
日
一
日

を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
入
浴
に
来

た
人
と
の
対
話
の
中
で
、
「
地
元
の
人
で

す
か
」
と
聞
く
と
「
い
い
え
三
重
県
で
す
」

と
の
答
え
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
入
浴
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
感
謝
の
入
浴
一
ヶ

月
間
の
出
会
い
を
紹
介
し
ま
す
。

栃
木
県
若
者
４
名
、
三
重
県
、
名
古
屋
、

読
者
の
広
場

日
奈
久
校
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
４
年
間
、
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ

れ
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
日
々

で
し
た
が
、
そ
の
コ
ロ
ナ
も
や
っ
と
一

段
落
し
た
模
様
で
、
今
ま
で
の
生
活
に

戻
り
、
少
し
ほ
っ
と
し
て
い
る
毎
日
で

す
。日

奈
久
住
民
自
治
会
も
早
い
も
の
で

今
年
で
設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

故
平
田
前
会
長
の
も
と
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
設
立
し
た
頃
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
こ
の
挨
拶
文
を
書
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
も
無
事
に
終
わ
り
、

新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
た
だ
、
全
体
的
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
「
我
は
」
と
思
わ
れ
る
方
々

は
、
自
治
会
運
営
へ
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

校
区
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
思
い
が
、

会
運
営
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
よ
り
良
い
日
奈
久
、

住
み
良
い
日
奈

久
」
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
し
ま
す
。

全
議
案
「
可
決
」
さ
れ
る
！

令
和
５
年
度
日
奈
久
住
民
自
治
会
定
期
総
会
開
催

今
年
は
、
４
年
ぶ
り
に
日
奈
久
住
民
自
治
会
総
会
が
５
月
９
日
（
火
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
決
権
を
有
す
る
代
議
員
、
委
員
会
・
部
会
役
員
出
席
の
下
、
賛
成
多

数
で
令
和
４
年
度
関
連
に
つ
い
て
「
承
認
」
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
関

連
に
つ
い
て
「
可
決
」
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
次
の
通
り
で
す
。

◆
第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
報
告

◆
第
２
号
議
案

令
和
４
年
度
収
支
決
算
報
告

①
一
般
会
計
決
算
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
部
管
理
業
務
受
託
会
計
決
算

③
記
念
事
業
等
基
金
会
計
決
算
④
津
森
小
学
校
遭
難
の
碑
基
金
決
算

⑤
会
計
監
査
報
告

◆
第
３
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画

◆
第
４
号
議
案

令
和
５
年
度
予
算

①
一
般
会
計
収
支
予
算
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
部
管
理
業
務
受
託
会
計

予
算
③
記
念
事
業
等
基
金
会
計
予
算
④
津
森
小
学
校
遭
難
の
碑
基
金
会
計
予
算

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
は
、
別
途
印
刷
し
て
配
付
し
ま
す
。
議
決
に
携

わ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

日奈久住民自治会

会長 今田 徳次郎

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
祭
」
６
月
18
日
（
日
）
開
催
予
定

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
楽
し
い
収
穫
祭
に
し
ま
し
ょ
う

今
年
も
「
ア
グ
リ
日
奈
久
（
代
表
白
石

節
夫
氏
）
」
の
ご
厚
意
に
よ
り
「
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
白

石
代
表
の
「
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
の
思
い
に
感
謝
し
な
が
ら
、

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
楽
し
い
収

穫
祭
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
期
日

令
和
５
年
６
月
18
日
（
日
）

◆
受
付

９
時
〜
11
時
（
小
雨
決
行
）

◆
料
金

５
０
０
円
（
６
本
）

◆
準
備
物

長
靴
、
軍
手
、
マ
ス
ク

◆
主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

◆
協
力

ア
グ
リ
日
奈
久

◆
問
合
せ

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン

38-

２
３
９
０

中
山
諭
扶
哉

携
帯

0
9
0
-
3
0
7
0
-
3
6
7
9

◆
場
所

住
民
自
治
会
の
緑
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が

目
印
で
す
。
（
下
の
図
参
照
）

◆
こ
の
事
業
は
収
穫
体
験
を
目
的
と
し
た

ア
グ
リ
日
奈
久
の
協
力
事
業
で
す
。
販
売

事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
予
約
受
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
育
状
況
や
当
日
の
天
候
に
よ
り
期
日

の
変
更
も
あ
り
ま
す
。

スムーズな議事進行

昨年度の収穫祭から

◆
日
時
６
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時

◆
演
奏
者

川
辺
里
美
さ
ん
（
福
岡
市
在
住
）

（
熊
本
大
学
教
育
学
部
音
楽
科
卒
業
）

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
の
午
後
に
自
由
に
弾

け
る
「
温
泉
ピ
ア
ノ
」
は
、
毎
回
数
人
が
来
場

し
て
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
ピ
ア
ノ
が
大
変
得
意
な
川
辺
さ
ん
が
、

歌
謡
曲
・
映
画
音
楽
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
演

奏
さ
れ
ま
す
。
初
夏
の
ひ
と
と
き
を
素
晴
ら
し

い
演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

温
泉
ピ
ア
ノ
（
温
泉
神
社
）
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

６
月
24
日
（
土
）
開
催
予
定

日
奈
久
歴
史
散
歩

上
西
・
中
西
町
の
民
生
委
員
児
童

委
員
に
江
島
敏
文
氏
が
、
５
月
１

日
付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
日
奈

久
は
主
任
児
童
委
員
２
名
を
含
め
、

14
名
が
揃
い
ま
し
た
。

堤防の築き方

(1)海底の泥の上に小枝を編んだ束を
敷きつめる。

(2)その上を竹で編んだものでおさえる。

(3)更に、松材を組んだ枠でおさえる。

(4)上に小石を積み水で流れぬようにする。

(5)石垣・土手を築き上げる。

(6)水流との関係で、危険な所は鞘石垣を
さや

つくる。

（八代市立博物館より資料提供）

東
京
ド
ー
ム
31
個
ほ
ど
も
あ
る
広
大
な
日
奈

久
新
地
干
拓
工
事
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
堤
防

（
塘
）
は
、
左
図
の
よ
う
に
し
て
造
ら
れ
た
よ

と
も

う
で
す
。
す
べ
て
人
力
に
よ
る
作
業
で
す
か
ら
、

大
変
な
重
労
働
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
堤
防(

塘)

の
長
さ
は
２
０
２

４
間
（
３
６
５
０
ｍ
）
も
あ
り
ま
す
。
堤
防
に

使
っ
た
石
も
膨
大
な
量
に
な
り
ま
す
が
、
い
っ

た
い
ど
こ
か
ら
運
ん
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

堤
防
の
石
垣
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
に
も
使

用
し
た
石
材
は
ほ
と
ん
ど
船
で
運
ん
だ
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
天
草
か
ら
で
は
な
い
か
な
ど
と
想

像
す
る
方
も
あ
り
ま
す
が
、
古
文
書
に
よ
る
と

芦
北
町
海
浦
の
石
材
も
使
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
石
切
り
間
普
所
（
作
業
場
）
で
怪
我
人

ま
ぶ
し
ょ

が
出
た
場
合
に
備
え
て
、
滝
井
宗
賢
と
い
う
医

続

日
奈
久
新
地
干
拓

堤
防
の
石
は
ど
こ
か
ら
？

師
を
任
命
し
た
記
録
が
あ
り
、
天
保
14
年
７

月
に
八
代
・
芦
北
の
郡
代
か
ら
新
地
工
事
の

役
人
あ
て
に
通
知
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

「
滝
井
宗
賢
に
八
代
芦
北
催
合
新
地(

日

も
や
い

奈
久
沖
新
地)

に
使
う
石
材
を
海
浦
か
ら
取

り
出
す
際
に
、
間
普
所
で
怪
我
人
が
出
た
と

き
は
治
療
す
る
よ
う
伝
え
な
さ
い
。
」

日
奈
久
新
地
は
催
合
新
地
と
も
呼
ば
れ
、
金

剛
町
の
催
合
あ
た
り
が
含
ま
れ
ま
す
。
「
も

や
い
（
催
合
）
」
と
は
細
川
藩
と
松
井
家
が

干
拓
事
業
費
を
出
し
合
っ
た
こ
と
か
ら
そ
う

呼
ば
れ
ま
し
た
。

※
本
文
は
中
原
文
敬
著
「
日
奈
久
の
歴
史
」

を
参
考
に
し
ま
し
た
。

長
崎
県
、
熊
本
市
、
阿
蘇
、
宇
土
、
松
橋
、

芦
北
、
人
吉
、
市
内
は
高
田
、
植
柳
、
金

剛
等
の
人
が
よ
く
入
浴
に
来
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
入
浴
さ
れ
る
人
は
、
温
度
、
に

お
い
が
良
く
、
元
湯
で
安
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。
温
泉
は
不
思
議
な
感
覚
に
な
り
、

肌
へ
の
刺
激
も
少
な
い
湯
で
す
が
、
湯
上

が
り
の
体
は
ぽ
か
ぽ
か
で
す
。

「
こ
こ
は
山
も
よ
し
、
海
も
よ
し
、
で

き
る
こ
と
な
ら
滞
在
し
た
い
の
だ
が
・
・
」

山
頭
火
も
こ
の
よ
う
に
日
奈
久
の
地
を
大

絶
賛
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
こ
の
日
奈
久

の
財
産
を
日
本
に
、
ま
た
世
界
に
発
信
し

て
参
り
ま
し
ょ
う
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介

６
月
４
日(

日)

町
内
一
斉
清
掃

そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
の
計
画
に
従
い
、

日
奈
久
の
町
を
き
れ
い
に
す
る
活
動

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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２

５
月
14
日
（
日
）
母
の
日
に
前
日
の
悪
天
候

と
打
っ
て
変
わ
っ
て
初
夏
を
思
わ
せ
る
晴
天
の

中
、
日
奈
久
温
泉
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風
呂
」

が
６
カ
所
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
浴
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
は
「
母
の
日
ラ
ブ
ひ
な

マ
ル
シ
ェ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
白
百
合

高
校
合
唱
部
と
秀

岳
館
高
校
書
道
部

の
コ
ラ
ボ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
合
唱
部

が
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ

ｌ
ｙ
「
輝
く
月
の

よ
う
に
」
の
曲
を

歌
う
中
で
、
書
道

部
が
母
の
日
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
披
露
し
、

約
80
人
の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ

ま
し
た
。

駐
車
場
で
は
、
ラ
ブ
ひ
な
×
八
代
農
業
高
校

コ
ラ
ボ
ス
イ
ー
ツ
「
イ
チ
ゴ
ブ
ッ
セ
」
「
ヒ
ナ

グ
み
そ
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
」
の
販
売
を
は
じ
め
と

し
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
・
フ
ー
ド
ブ
ー
ス
・
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
す
く
い
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
24
ヶ
所
で
販
売
が

あ
り
ま
し
た
。
開
始
20
分
前
に
は
コ
ラ
ボ
ス
イ
ー

ツ
を
買
い
求
め
る
行
列
が
で
き
、
開
始
50
分
後

に
は
完
売
し
ま
し
た
。
コ
ラ
ボ
ス
イ
ー
ツ
を
購

入
し
た
植
柳
校
区
在
住
の
田
北
さ
ん
は
、
「
新

聞
を
見
て
ど
ん

な
ス
イ
ー
ツ
か

な
と
思
っ
て
来

ま
し
た
。
形
も

き
れ
い
で
お
い

し
そ
う
で
す
。

早
く
食
べ
て
み

た
い
で
す
」
と
、

楽
し
そ
う
に
話

を
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続

き
、
日
奈
久
中
学
校
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
お
楽
し
み
抽
選
会
の
進
行
を
行
い
ま
し
た
。

ゆ
め
倉
庫
の
中
に
は
、
天
真
保
育
園
・
み
ず

ほ
保
育
園
合
わ
せ
て
73
枚
の
母
の
日
の
絵
が
飾

ら
れ
、
「
母
の
日
ラ
ブ
ひ
な
マ
ル
シ
ェ
」
に
花

を
添
え
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
多
く
の

来
場
者
・
放
送
で
各
店
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
お

知
ら
せ
な
ど
、
確
実
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
雰
囲
気

に
戻
り
、
来
場
者
は
も
ち
ろ
ん
主
催
者
や
出
店

者
の
笑
顔
が
多
く
見
ら
れ
た
「
母
の
日
ラ
ブ
ひ

な
マ
ル
シ
ェ
」
で
し
た
。

５
月
９
日

(

第
２
火
曜

日
）
大
明
神

に
て
茅
の
輪

く
ぐ
り
が
執

り
行
わ
れ
ま

し
た
。
古
来

よ
り
続
く
無

病
息
災
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
行
事
で
す
。
コ
ロ
ナ
も
第

５
類
に
分
類
さ
れ
、
い
つ
も
の
生
活
に
ス
タ
ー

ト
を
き
り
つ
つ
あ
り
、
普
通
が
一
番
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
脱
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
子

供
た
ち
は
順
応
し
て
い
て
、
大
人
も
順
次
目
指

し
た
い
も
の
で
す
。
当
日
は
音
声
認
識
の
ロ
ボ
ッ

ト
も
参
加
し
て
い
て
、
子
供
た
ち
が
、
「
メ
カ

ノ
イ
ド
」
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
名
前
を
呼
ぶ
と
、
ロ

ボ
ッ
ト
が
動
き
出
し
、
子
供
た
ち
は
、
茅
の
輪

そ
っ
ち
の
け
で
群
が
っ
て
い
ま
し
た
。

５
月
20
日
（
土
）
前
日
ま
で
の
雨
と
打
っ
て

変
わ
っ
て
青
空
の
中
、
早
朝
６
時
よ
り
先
生
方

や
保
護
者
に
よ
り
準
備
が
行
わ
れ
、
日
奈
久
小

中
合
同
運
動
会
が
日
奈
久
小
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

午
前
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
と
し
て
同
居
家
族

だ
け
の
参
観
で
し
た
が
、
今
年
は
制
限
な
く
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
小

学
校
も
中
学
校

も
赤
団
、
白
団

の
２
組
に
わ
か

れ
て
競
技
し
ま

し
た
。
徒
競
走
、

リ
レ
ー
、
ダ
ン

ス
、
技
巧
走
、

団
体
種
目
な
ど

一
生
懸
命
頑
張
り
、
本
年
度
は
地
域
の
方
の
温

か
い
歓
声
や
拍
手
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
中
学
生
が
ラ
ジ
オ
体
操
の
動
き

を
理
解
し
て
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
体
操
を
行
っ
て

い
る
姿
。
閉
会

式
で
は
、
小
学

１
年
生
で
も
少

し
も
動
か
ず
式

に
臨
ん
で
い
る

姿
も
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
昨
年

度
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
中
学
生

の
応
援
演
舞
で

は
、
一
つ
一
つ
の
動
作
に
集
中
し
緊
張
感
が
伝

わ
る
演
舞
が
終
わ
る
と
感
動
の
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

応
援
リ
ー
ダ
ー
内

田
と
あ
さ
ん
と
応

援
団
長
の
赤
団
大

津
せ
い
ら
さ
ん
と

白
団
西
村
ひ
め
り

さ
ん
は
、
「
言
い

争
い
も
あ
っ
た
が
、

み
ん
な
で
納
得
し

て
演
舞
を
作
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
１
・
２
年
生
に
教

え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
が
、
最
後
ま
で
全
力

で
頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と
。
本
番
が
近
づ
く
に

つ
れ
て
み
ん
な
が
『
や
る
ぞ
』
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
た
こ
と
。
」
を
満
足
感
に
溢
れ
た
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
日
奈

久
音
頭
で
子
供
た

ち
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
が
一
体
と
な

り
素
晴
ら
し
い
運

動
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

４
月
30
日
（
日
）
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
日
奈

久
温
泉
駅
前
の
花
壇
の
草
取
り
を
し
て
い
る
人
々

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
向
け
て
、
帰
省

す
る
人
や
観
光
客
を
温
か
く
迎
え
よ
う
」
と
、

駅
前
の
花
壇
と
広
場
の
草
取
り
の
清
掃
作
業
を

老
人
会
（
鶴
寿
会
）
の
６
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
雑
草
が
取
り
除
か
れ
、
す
っ

か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
駅
を
訪
れ
る
人

へ
の
心
配
り
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
田
町
の
中
山
由
紀
夫
さ
ん
宅
の
駐
車
場

で
は
、
昨
年
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
か
ら
伸
び

て
き
た
植
物
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
冬
越
し
を
し
て
、
今
年

は
見
事
に
大
株
の
花
と
な
り
ま
し
た
。
品
種

は
、
「
サ
フ
ィ
ニ
ア
」
と
い
う
そ
う
で
す
。

自
然
の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。

町
の
話
題

ど
根
性
花
が
咲
き
ま
し
た

中
山
由
紀
夫
さ
ん
宅
（
新
田
町
）

笑
顔
あ
ふ
れ
た

「
母
の
日
ラ
ブ
ひ
な
マ
ル
シ
ェ

盛り上がったコラボパフォーマンス

今年も抽選会で活躍の日奈久中生徒

無
病
息
災
を
願
っ
て

茅
の
輪
く
ぐ
り
（
大
明
神
）

音声認識ロボットに興味津々の園児

おんぶやだっこでくぐる園児

コンクリートのすき間に咲いた花

お
客
さ
ん
を
温
か
く
迎
え
た
い

駅
前
花
壇
を
清
掃
（
鶴
寿
会
）

清掃作業に汗を流す鶴寿会の皆さん

たくさんの来場者で賑わうマルシェ

街
角
ス
ナ
ッ
プ

今年も見事に咲いた

下西町 吉田隆義さん栽培のブーゲンビリア

日
奈
久
地
域
が
一
体
に

日
奈
久
小
中
合
同
運
動
会

決まった最後のポーズ 応援演舞

応援ショータイム

赤い玉 たくさん入れ

ダンス かわいい最後のポーズ

親子で共闘 綱引き合戦

最後の締めはみんなで日奈久音頭


